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第４回 新宿区自転車等駐輪対策協議会 

新宿区自転車等に関する総合計画の骨子案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

資料３ 
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目標 基本方針 具体の施策 

伝える 

話 

自転車の 
利用を促進する 
情報提供の充実 

 

G 

快適な自転車 
利用に向けた 
情報提供の充実 

 

H 

施策G-1 自転車の利用を促進する情報提供の充実 

施策G-2 外国人向けの情報提供の充実 

施策G-3 自転車シェアリングの利用促進・利便向上に向けた情報提供の充実 

施策H-1 自転車通行環境、駐輪場などの情報の分かりやすい提供の推進 

施策H-2 安全・安心に自転車を利用するための情報提供の充実 

施策H-3 自転車保険への加入促進に向けた周知・啓発 

守る 

和 

自転車利用の 
ルール・マナー 
の向上 

 

施策E-1 「走る」「止める」に関するルール・マナーの周知を推進 

施策E-2 通行ルールが一目で分かるサインの導入 

施策E-3 地域や警察などと連携した取締・指導の強化 

施策Ｅ-4 放置自転車等の整理･撤去、保管･返還の仕組みの見直し 

E 

自転車利用に 
関する学びの 
場の拡充 

施策F-1 幼児・児童・生徒・学生などに向けた交通安全教育の充実 

施策F-2 企業主体の自発的交通安全教育への支援 

施策F-3 子育て世代、高齢世帯に対する交通安全教育の充実 

施策F-4 地域イベントなどを活用した交通安全教育の拡充 

F 

走る 

環 自転車シェア 

リングの拡充 

 

施策B-1 関係機関と連携した広域相互利用の推進 

施策B-2 利用者の拡大と利便性の向上 

 

B 

自転車通行空間 

の整備 

 

施策Ａ-1 自転車ネットワークの形成 

施策Ａ-2 自転車通行空間の整備 

A 

止める 

輪 民間事業者を 

活用した駐輪場の 

整備・運用 

施策D-1 附置義務駐輪場の制度の見直し 

施策D-2 民間駐輪場の有効活用に向けた取組の促進 

D 

駐輪環境の向上 施策C-1 多様なニーズを反映させた駐輪場の整備 

施策C-2 駐輪ニーズを踏まえた定期利用・一時利用の適切な配分 

 

C 

 新計画で対応すべき課題 

【通行】の課題 
 

通行① 周りの人が安心できる自転車利用者のルール・マナーの向上 
 

通行② 誰もが安心して通行できる自転車通行環境の整備 

 

【駐輪】の課題 
 

駐輪① 駐輪のルール・マナーの周知を効率的に展開 
 

駐輪② 駐輪を発生させる集客施設に対する、使いやすい駐輪場の拡充 
 

駐輪③ 利用される駐輪場の提供 

【適正利用】の課題 
 

適正① 様々な世代にルール・マナーを周知する「場」の確保 
 

適正② 自転車をよく知るための分かりやすい情報の提供 
 

適正③ 自転車シェアリングの利用を促進する環境の充実 

達成目標と評価指標 

安全・安心の自転車通行環境を実現します。 

 

自転車通行環境を整備し、自転車を

使う人も、正しい自転車ルールを学

び、遵守することで、交通事故の無

い、安全・安心な通行環境を実現し

ます。 

目標 

１ 

指標①-A 

 
 

指標①-Ｂ 

 

自転車通行環境の整備 

自転車関連事故の死傷者数 

自転車が便利に使える快適なまちを実現します。 

 

計画に位置付けた通行環境、駐輪環

境や、新たな自転車シェアリングな

どを活用し、区内で快適に自転車が

利用でき、自転車も歩行者も、とも

に満足のいくまちを実現します。 

目標 

３ 

指標③-A 

 
 

指標③-Ｂ 

 

 

自転車利用環境の満足度 

自転車シェアリングの利用実績 

適切に自転車が駐輪できる環境を実現します。 

 

放置自転車が多い新宿駅周辺等は、適正

利用されれば乗入れ台数を収容できる

駐輪場が既に整備されています。そのた

め、使いやすい駐輪場の確保と指導や啓

発活動等を進めることで、適切に自転車

を駐輪できる環境を実現します。 

目標 

２ 

指標②-A 

 
 

指標②-Ｂ 

 

 

駐輪場利用率 

放置自転車台数 


